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73和文要旨

北海道近海におけるタラバエの繁殖生態の特性

水島敏博

北海道周辺には雄性先熟の雌雄同体種である８種類の

タラバエビ類が出現する。

沿岸に分布する種は、ミツクリエビなど、小型の種が

多く、主にアマモ場を中心とした10ｍ以浅に分布し、産

卵数は少なく、浮遊幼生期も短い。沖合の種（ホッコク

アカエビ、トヤマエビ等）は大型で、浮遊幼生期が長く、

生息水深は深く、さらに、産卵幼生数も多い。深海に生

息するヒゴロモエビは卵が特出して大きく、少産で、直

達型で直ちに底生生活に移行し、体長も大きい。

これらの繁殖生態の特性とタラバエビ類の再生産の関

わりについて検討した。

Ａ415 北水試研報　73 １－８　2008

水産種苗生産過程での餌料用海産性微細藻類の培養効率

化に関する研究

奥村裕弥

効率化・省力化を目指して設計された大量培養装置で

の光放射環境を考慮した効率的な培養法に関して検討し

た。第１章では、培養装置の性能、槽内の光放射環境を

明らかとした。第２章では、光合成有効光量子束密度の

増大に対する微細藻類の応答を明らかとした。第３章で

は、光放射環境シュミレーションを行い、培養時の光放

射環境変化と藻類の増殖に必要な光量子数を明らかとし

た。第４章では、推定された細胞密度・培養日数で光合

成有効光量子束密度を切り替えて光エネルギーを削減し

た。第５章では、４種の光色の蛍光ランプを用いた培養

試験から、赤色と青色の光源で培養期間の短縮による培

養の効率化を達成した。

Ａ416 北水試研報　73 ９－29 2008

噴火湾における2006年秋の海底表面泥中の硫化物

（AVS－S）の分布

宮園　章，奥村裕弥

2006年９月に噴火湾の表面泥中の硫化物（AVS－S）の

水平分布を調査した。硫化物濃度（＞0.2mg－S/g－乾泥）

の高い泥は湾奥部の水深70－90ｍの等深線の間に分布し

た。高い硫化物濃度は有機物量の多いエリア（強熱減

量＞10％）にみられた。1979年の調査結果と比べると，

硫化物量が0 .2mg－S/g－乾泥を越えたエリアと強熱減量が

2 .0％以上のエリアはともに半分程度の面積に縮小してい

た。これらの結果は前田らによって提唱されている仮説

「過剰に養殖されているホタテガイの糞粒は噴火湾の底

質悪化を招いている」を支持しない。

Ａ417 北水試研報　73 31－34 2008

水槽内で観察されたコマイの産卵行動

陳　二郎，吉田英雄，桜井泰憲

冬季に産卵場に接岸した成熟コマイ親魚を採集し，飼

育条件下においてその産卵行動および繁殖特性を調べた。

実験魚は，氷点下あるいはそれに近い水温条件下で，多

くの場合日没から夜間にかけて産卵した。その過程にお

いて，産卵前の雄同士の威嚇，攻撃による順位形成およ

び産卵時の雄によるマウンティングは観察されなかった。

雌雄共，底に沿ってbeatingを行いながら放卵し，雄は雌

の放卵より40～50秒ほど遅れて放精した。なお，雌１尾

の産卵に対して，雄１尾もしくは複数が参加する２つの

タイプがみられた。これらの観察結果と，実際の産卵場

で雄が卓越することから，産卵場では，複数の雄が参加

する産卵様式が一般的と考えられた。また，こうしたタ

イプの産卵行動に誘発されて，他の雌雄が次々と産卵す

る集団婚（group marriage）が実際の産卵場で行われてい

ると推定された。

Ａ418 北水試研報　73 35－44 2008
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石狩湾系ニシン人工種苗の日本海からオホーツク海への

回遊（短報）

伊藤慎悟，石崎裕之，正立彰夫，中島幹二

北海道の日本海北部海域で放流した石狩湾系のニシン

人工種苗が８月頃宗谷岬まで回遊することがわかってい

るが、それ以降の回遊経路については明らかになってい

ない。そこで釣獲調査でオホーツク海側への移動の有無

を調べた。その結果、11月には宗谷岬から約100㎞南の

枝幸港まで南下する個体が確認された。

Ａ419 北水試研報　73 45－46 2008

北海道噴火湾から標識放流したマツカワの移動と放流群

別再捕率（短報）

吉田秀嗣，高谷義幸，松田泰平

マツカワの人工種苗０歳魚に標識を装着して，噴火湾

から放流した結果，１歳と２歳での再捕が多く，６歳ま

での累計再捕率は1 .14％であった。再捕海域は，放流場

所である噴火湾と隣接する胆振太平洋及び渡島太平洋で，

全体の96％を占めていた。一方，２歳あるいは全長300～

399㎜になると，茨城県までの本州太平洋沿岸へ南下し

ている個体も見られた。この移動は，成熟年齢との関係

から産卵回遊の可能性がある。また，放流した年や月あ

るいは場所が異なる群間で，放流サイズと再捕率との間

には正の相関関係が認められたことから，放流種苗の生

残には，放流する時の体サイズが放流後の生育環境より

も重要であると考えられた。

Ａ420 北水試研報　73 47－48 2008

北海道日高海域から標識放流したマツカワの移動と放流

時のサイズ（短報）

高谷義幸，吉田秀嗣，松田泰平

日高海域からマツカワ人工種苗０歳魚に標識を装着し

て放流した。再捕報告は１～３歳までが多く，５歳まで

の累積再捕率は1998年群で1 .19％，1999年群で3 .16％で

あった。再捕海域は，放流場所および近接海域がほとん

どであった。一方で，加齢とともに放流場所から西ある

いは南へ移動する個体も見られ，本州太平洋へ大きく移

動する個体もあった。放流魚の全長組成と再捕魚の放流

時全長組成を比較した結果，いずれの放流群も全長の大

きな個体ほど期待される再捕尾数よりも多く再捕されて

いた。このことは，マツカワの放流後の生き残りには，

放流サイズが重要であることを示している。また，飼育

群内での相対的な大きさが関係している可能性も考えら

れた。

Ａ421 北水試研報　73 49－51 2008

異なる目合のかごで漁獲されたハナサキガニの漁獲物組

成（短報）

長瀬桂一，工藤良二，鳥澤　雅

2005年６月10～19日の間に，根室半島太平洋側の水深

７～16ｍの９地点で，３種類の目合（30㎜，60㎜，120㎜）

のかにかご10かごずつ30かごを用いて，それぞれ１回ず

つ計９回の漁獲調査を行った。その結果，性別並びに雌

の抱卵の有無に関わらず，調査ごとの漁獲尾数には差が

認められたが，目合ごとの漁獲尾数と甲幅組成には差が

認められなかった。したがって，今回漁獲された甲幅66

～125㎜の範囲のハナサキガニに対しては，30～120㎜の

目合では，かごの目合による網目選択性に差は認められ

なかった。ただし，目合60㎜のかごが最も操作性が良か

った。

Ａ422 北水試研報　73 53－55 2008
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ホタテガイ Mizuhopecten yessoensis 中腸腺リパーゼ活

性の多試料分析（短報）

宮園　章，岸村栄毅

多試料のホタテガイ中腸腺のリパーゼ活性を一括定量

分析する方法を開発した。本法では，ホタテガイ中腸腺

から調製した粗リパーゼ液と分解基質であるオリーブ油

をデオキシコール酸およびカルシウムを含む微量の乳化

液中で16時間反応させ，生成した遊離脂肪酸を臨床用遊

離脂肪酸分析キットおよびマルチプレートを使用し定量

した。ホタテガイ中腸腺の粗リパーゼ活性の反応に適し

た条件はpH7 .5，20℃，16－20時間であった。本法は殻長

約10㎜の稚貝についても中腸腺リパーゼ活性を個体別に

分析でき，他海産生物にも応用可能である。

Ａ423 北水試研報　73 57－60 2008

養殖作業ストレスによるホタテガイ Mizuhopecten

yessoensis 稚貝のトリグリセライド含有量変化（短報）

宮園　章，奥村裕弥，長間馨一，佐々木恒光

養殖作業がホタテ稚貝のトリグリセライド（TG）含有

量の変化に及ぼす影響を調査した。養殖作業を経験した

稚貝のTG含有量は対照群に比べ少なく，その傾向は作

業翌日から８日後まで認められた。両群のTG含有量の

違いが８日後まで持続したことは養殖作業のストレスに

対するホタテ稚貝の生理的応答の結果と考えられる。

Ａ424 北水試研報　73 61－63 2008
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